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都障害者福祉

会館の主催で

９
　
ｈ
の
あ
す
を
考
え
る

国
際
障
害
者
年
で
パ
ネ
ル
討
論
会

　

国
際
障
害
者
年
に
ち
な
ん
で
、
各

地
方
自
治
体
や
福
祉
関
係
団
体
'
　
ｍ

者
・
障
害
者
団
体
な
ど
が
各
種
の
行

事
や
催
し
物
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
・
三
田
に
あ
る
東
京
都
障
害

者
福
祉
ふ
″
館
は
、
都
内
の
障
害
者
団

体
の
総
会
や
会
議
、
催
し
物
、
と
き

に
は
結
婚
式
な
ど
障
害
者
の
交
流
の

場
と
し
て
開
館
以
来
、
多
く
の
障
舎

者
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
会
館

恥
］
擢
ｒ
」
に

国
際
障
害
者
年
を
記
念
し
て
都
障
害
者
福
祉
会
館
が
開
い
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
内
部
障
害
者
の
あ
す
を
考
え
る
」
（
５
月
８
日
）

は
こ
う
し
た
障
害
者
へ
の
交
流
の
働

を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
都

民
を
対
象
と
し
た
福
祉
講
座
な
ど
を

開
い
て
障
害
者
問
題
の
啓
発
活
動
に

も
ち
か
ら
を
い
れ
て
い
ま
す
。
会
館

で
は
、
国
際
障
害
者
年
記
念
行
事
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
「
障
害
者
自
身
が

パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
現
状
を
報
告
し

具
体
的
対
応
策
を
提
起
し
、
討
論
を

通
じ
社
会
へ
の
啓
蒙
を
行
う
‘
一
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
こ
と
し
の
一
月
か

ら
毎
月
一
回
づ
つ
パ
ネ
ル
デ
Ｖ
ス
カ

。
シ
ョ
ン
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
第
五
回
と
し
て
、
う
内
部
障

害
者
の
あ
す
を
弩
え
る
」
パ
ネ
ル
デ

″
ス
カ
ッ
シ
’
ン
が
五
月
八
日
夜
、

同
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
″
シ
ョ
ン

に
は
、
麻
生
譲
氏
（
全
国
心
臓
病
の

子
供
を
守
る
会
）
、
上
田
昭
氏
（
全

国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
）
、
江

川
広
志
氏
（
日
本
患
者
同
盟
）
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
内
部
障
害
者
の

実
状
や
要
求
、
運
動
な
ど
を
報
告
し
、

約
四
十
人
の
参
加
者
と
と
も
に
内
部

障
害
者
の
諸
問
題
に
つ
い
て
討
論
を

深
め
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
三
面
）
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「
社
会
保
険
審
議
会
及
び
社
会
保
険
医
療
協
議
会
法
に
に
も
と
づ

い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
厚
生
大
臣
の
諮
問
機
関
で
、
略
称
・
中
医
協
’

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
主
な
仕
事
と
し
て
は
ヽ
社
会
保
険
医
療
機
関
ヽ
Ｊ

保
険
医
の
診
療
に
た
い
す
る
指
導
監
督
や
健
康
保
険
お
よ
び
船
員
保
｝

険
の
適
正
な
診
療
報
酬
額
（
医
療
費
）
に
つ
い
て
審
議
し
ヽ
厚
生
大
作

臣
に
答
申
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
委
員
の
定
数
は
二
十
人
で
、
健
ｙ

、
業
主
お
よ
び
船
舶
所
有
者
を
代
表
す
る
委
員
（
支
払
側
）
八
人
、
医

康
保
険
、
船
員
保
険
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
と
被
保
険
者
ヽ
事
～
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外
国
の
障
害
者
運
動

　

こ
の
特
集
の
最
初
に
日
本
の
障

害
者
対
策
の
問
題
点
を
ま
と
め
、

そ
う
し
た
問
題
点
が
諸
外
国
で
は

ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
、
制
度
化

さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
障
害

概
念
の
ち
が
い
や
そ
こ
か
ら
く
る

福
祉
、
雇
用
サ
ー
ビ
ス
の
ち
が
い

を
と
り
上
げ
て
、
か
ん
た
ん
に
の

べ
て
き
た
。

　

特
集
を
終
る
に
当
た
っ
て
、
今

回
は
、
い
ま
国
際
的
に
も
注
目
さ

れ
て
い
る
Ｉ
Ｌ
運
動
と
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
障
害
者
運
動
を
と
り
上

げ
る
こ
と
で
し
め
く
く
り
た
い
と

思
う
。

　

米
国
の
Ｉ
Ｌ
運
動

　

Ｉ
と
は
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

つ
ま
り
、
「
自
立
」
の
頭
文
字
、

Ｌ
と
は
リ
ビ
ン
グ
つ
ま
り
「
生
活
」

の
頭
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
重
度

障
害
者
が
地
域
で
自
立
し
て
（
独

立
し
て
）
生
活
を
す
る
こ
と
を
い

み
す
る
も
の
で
、
い
ま
発
祥
の
地

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
十
九
ケ

所
、
ア
メ
リ
カ
全
土
に
九
十
ケ
所

の
セ
ン
タ
ー
（
ｃ
ｌ
Ｌ
）
が
あ
っ

て
、
Ｉ
Ｌ
運
動
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

な
っ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
次
の
よ
う
な
Ｃ

Ｉ
Ｌ
の
生
ま
れ
た
過
程
で
あ
る
。

　

‐
Ｌ
運
動
の
始
ま

　

り

　

ヱ
ド
ー
ロ
バ
ー
ツ
は
十
三
歳
の

時
ポ
リ
オ
に
な
り
、
植
物
人
間
に

人
間
と
し
て
生
き
が
い
あ
る
生
活

を
地
域
で
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
そ
れ
を
成
り
た

た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
体
制
を
つ
く
る
グ
ル
ー
プ

を
結
成
し
、
運
動
し
た
。

　

そ
こ
で
一
九
七
〇
年
に
身
障
学

生
援
助
計
画
を
つ
く
っ
た
。
一
九

七
二
年
、
学
生
以
外
の
重
度
障
害

者
を
も
対
象
と
す
る
初
の
Ｃ
Ｉ
Ｌ

が
バ
ー
ク
レ
イ
に
で
き
た
。
そ
し

障
害
者
福
祉
―
』

の
生
活
や
車
の
運
転
、
公
営
移
送

車
の
利
用
法
、
社
会
資
源
の
活
用

の
し
方
、
移
動
や
健
康
管
理
等
の

訓
練
を
覚
え
さ
せ
る
。
現
在
連
邦

政
府
か
ら
九
〇
％
、
州
政
府
か
ら

一
〇
％
の
補
助
金
を
つ
け
て
い

る
。
地
域
で
重
度
障
書
者
が
生
活

で
き
る
よ
う
住
宅
を
み
つ
け
た

り
、
車
い
す
や
補
装
具
の
修
理
を

迅
速
に
行
な
っ
た
り
、
移
送
車
の

手
配
、
家
族
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

　

患
者
、
障
害
者
運
動

　

人
口
八
百
万
人
の
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
は
、
地
域
レ
ベ
ル
で
、
千
二

百
の
思
者
・
障
害
者
団
体
が
あ
り
、

約
三
百
万
人
を
組
織
し
て
い
る
。

全
国
組
織
は
二
十
五
、
こ
の
う
ち

二
十
二
団
体
を
組
織
し
た
Ｈ
Ｃ
Ｋ

が
あ
る
。
全
国
組
織
の
人
員
は
多

い
と
こ
ろ
で
五
上
八
万
人
、
少
な

－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
F
I
？
1
1
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I

日

　

本

　

と

　

外

　

国

　

⑤

１
日
本
福
祉
大
学
教
授
児

　

島

　

美
都
そ

グ
、
法
律
家
に
よ
る
相
談
等
も
あ

わ
せ
て
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
で
生
活
す
る
重
度
障
害
者
の

よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。

　

ヱ
ド
ー
ロ
バ
ー
ツ
は
、
そ
の
後

推
せ
ん
さ
れ
て
カ
リ
フ
″
ル
ニ
ヤ

州
社
会
保
障
局
長
に
な
る
が
、
仰

む
け
に
半
分
ね
た
形
で
車
い
す
に

の
っ
て
お
り
、
家
に
帰
る
と
鉄
の

肺
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

い
と
こ
ろ
は
二
」
］
百
人
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
心
臓
と
結
核
の

思
者
団
体
は
一
九
三
九
年
に
結
成

さ
れ
、
一
万
四
千
五
百
二
十
四
人

　

（
一
九
七
七
年
）
の
会
員
を
も
っ

て
い
る
。

　

患
者
会
が
発
足
し
て
い
な
か
っ

た
こ
ろ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会

福
祉
、
社
会
保
障
は
貧
し
く
、
察

養
所
の
患
者
た
ち
は
、
医
療
費
や

生
活
費
に
困
り
、
社
会
的
偏
見
に

も
な
や
ま
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
社
会
運
動

の
伝
統
を
も
つ
国
で
あ
る
。
患
者

た
ち
は
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
ご
と
に

自
治
会
を
つ
く
り
、
い
く
つ
か
の

自
治
会
が
連
合
し
て
同
盟
を
つ
く

っ
た
。
そ
し
て
、
貧
し
い
社
会
保

障
を
改
善
す
べ
く
、
地
方
自
治
体

当
局
に
働
き
か
け
た
が
、
さ
い
初

は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
始
め
た
の
が
、
十
四
日
間
の
講

習
会
で
あ
る
。
政
治
や
社
会
の
し

く
み
を
そ
こ
で
学
び
、
こ
れ
を
武

器
に
患
者
た
ち
は
当
局
と
交
渉

し
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
成
果
を
か
ち
と

っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
成
果
が
今
日
の
す
す
ん
だ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
社
会
保
障
、
社

会
福
祉
の
制
度
に
結
実
し
て
い

る
。

　

今
日
で
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｋ
に
ま
と
ま

っ
て
、
要
求
を
政
府
に
提
出
し
政

治
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

　

ど
こ
の
国
で
も
、
患
者
、
障
害

者
運
動
の
働
き
か
け
な
し
に
、
制

度
が
前
進
し
た
た
め
し
は
な
い
こ

と
を
し
め
す
好
例
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
お
わ
り
）

な
る
と
こ
ろ
を
助
か
っ
た
重
度
の

車
い
す
障
害
者
で
あ
る
。
一
九
六

二
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
大
学
政
治

学
科
に
入
学
し
た
。
呼
吸
マ
ヒ
も

あ
わ
せ
も
つ
彼
は
。
大
学
の
構
内

に
あ
る
コ
ン
ウ
ェ
ル
病
院
の
一
角

で
介
護
を
う
け
な
が
ら
学
ん
で
き

た
。
そ
の
中
で
学
生
運
動
を
経
験

し
、
ロ
バ
ー
ツ
に
な
ら
っ
て
大
学

に
入
っ
て
き
た
他
の
重
度
障
害
者

学
生
と
と
も
に
、
重
度
障
害
者
が

て
一
九
七
八
年
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
法
（
改
正
法
）
を
修
正
さ

せ
、
撒
度
障
害
者
の
独
立
生
活
の

た
め
の
包
括
的
サ
ー
ビ
ス
を
連
邦

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
加
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｌ
は
、
重
度
障
害
者
に
自

立
的
に
生
活
し
う
る
方
法
を
教
え

る
た
め
、
約
六
ヶ
月
か
ら
一
年
半

モ
デ
ル
寮
に
入
寮
さ
せ
、
家
庭
で
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内
部
障
害
者
の
あ
す
を
考
え
る
」
』

　

一
面
所
報
の
、
東
京
都
障
害

者
福
祉
会
館
主
催
に
よ
る
「
国

際
障
Ｉ
者
Ｉ
記
念
パ
ネ
ル
討
論

江
川
広
志
氏

　
　

（
呼
吸
横
能
障
害
一
級
）

会
・
内
部
障
Ｉ
者
の
あ
す
を
所
一

え
る
」
で
の
、
三
人
の
パ
ネ
ラ

一
Ｉ
の
発
言
曹
旨
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
、

　

汀
川
氏
は
、
呼
吸
器
の
役
割
り
と

呼
吸
磯
能
障
Ｉ
は
結
核
㈲
復
者
に
多

い
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。

　

「
医
乍
の
力
で
結
核
と
い
う
病
竃

は
な
ん
と
か
治
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
そ
の
後
に
肺
殿
能
の
低
ト
と
い

う
問
題
が
・
残
っ
勺
弔
い
も
の
が
持
徴
症
と
い
う
心
臓
病
。
動
脈
血
に
加

て
な
い
。
早
こ
ル
け
な
い
。
隋
段
が
脈
血
か
ま
じ
っ
て
し
ま
う
た
め
に
、

つ
ら
い
。
タ
バ
コ
の
煙
は
大
敵
。
か
常
に
酸
素
。
不
足
の
状
態
。
坂
道
、
陪

ぜ
を
ひ
き
や
す
べ
す
ぐ
致
命
的
な
段
は
の
ぽ
れ
な
い
。
荷
物
も
持
て
な

状
態
に
な
る
。
駅
の
階
段
を
や
っ
と
い
。
寒
い
日
'
　
ｔ
い
‐
も
調
子
が
葱

の
ば
り
つ
め
て
電
車
に
乗
っ
て
も
、
く
な
る
。
常
に
死
の
恐
怖
と
向
き
今

シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
に
お
ち
お
ち
座
っ
っ
て
生
き
て
い
る
。
手
術
に
よ
っ
て

て
も
い
ら
れ
な
い
こ
に
か
ら
社
会
復
状
態
を
改
>

す
る
こ
と
も
］
能
に
な

り
し
て
も
職
場
を
休
み
が
ち
に
な
っ
た
が
、
手
術
が
で
き
な
い
人
も
い

り
、
な
ま
け
も
の
扱
い
を
さ
れ
て
し
る
。
人
工
介
や
ペ
ー
ス
ｙ
ｌ
力
Ｉ
な

ま
う
、
つ
い
に
は
職
も
失
い
、
生
活
ど
人
工
物
と
置
き
か
え
で
い
る
人
々

の
不
女
が
…
…
」
と
、
障
ｔ
‥
の
状
睨
も
い
る
｀
－
ｊ
と
、
そ
の
状
態
を
罰

を
語
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

り
、
身
体
障
害
吝
福
祉
法
や
扁
用
促

　

そ
し
て
問
題
点
と
し
て
、
次
の
四
進
法
な
ど
、
法
的
附
置
も
あ
る
か
い

｛
一
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
　
　

ず
れ
も
不
充
分
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

の
結
核
を
治
す
医
師
は
い
る
か
、

　

。
心
臓
病
酋
も
外
か
ら
み
て
わ
か

呼
吸
機
能
不
企
に
対
応
で
き
る
。
医
師
ら
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
障
害
を

や
呼
吸
療
法
ｈ
か
い
な
い
。
②
生
活
隠
そ
う
と
す
る
気
持
が
あ
る
。
内
部

保
障
が
な
い
ノ
㈲
外
か
ら
み
て
わ
か
障
Ｉ
片
は
要
求
を
人
胆
に
人
明
し
歓

ら
な
い
。
し
か
も
す
ぐ
生
命
に
か
か
八
自
ら
を
さ
ら
け
出
し
、
医
療
、

わ
る
。
④
亮
年
齢
化
。

　
　
　

吐
会
ノ
吋
政
㈲
で
、
開
き
直
っ
て
生

　

麻
生

　

哀
匹
氏

　
　

き
る
し
か
、
明
‐
は
な
い
ご
と
訴

　
　
　
　
　
　
　

コ
。
口

　
　
　

・
疋
ま
し
侃

　
　
　
　

（
心
臓
機
能
障
害
三
級
）

　

麻
生
氏
は
元
川
氏
の
話
さ
れ
た

　

上
田

　

昭
氏

呼
吸
機
能
障
Ｉ
の
人
々
の
状
態
は
、

　
　

（
腎
臓
機
能
障
害
一
級
）

半
分
以
Ｌ
心
臓
病
の
人
に
も
あ
て
は

　

上
田
氏
は
「
内
部
障
Ｉ
は
外
か
ら

ま
る
。
私
は
先
天
性
の
フ
ｈ
ロ
ー
円
見
え
な
い
と
い
う
が
、
私
は
ご
ら
ん

の
迎
り
顔
の
色
が
黒
い
。
人
に
腎
臓

　

ハ
透
析
）
で
は
除
き
き
れ
な
い
色
素

が
沈
酋
し
た
か
ヤ
と
話
を
始
め
。

「
ト
ー
面
ま
で
は
。
慢
性
腎
炎
↓
腎

機
能
低
ト
↓
腎
泰
全
↓
死
に
と
い
う

経
過
を
こ
と
っ
て
い
た
が
、
人
丁
腎

臓
の
開
発
に
よ
っ
て
救
命
で
き
る
よ

う
に
な
っ
侃
人
．
Ｌ
透
析
忠
片
は
こ

の
ト
ー
の
問
に
三
万
二
行
人
余
と
急

増
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
永

久
に
週
一
丁
二
回
の
人
Ｌ
透
析
を
受

け
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
腎
臓
移
植

の
途
も
は
か
ば
か
し
く
す
す
ま
な

い
。
医
療
費
が
高
額
な
だ
め
健
保
紺

合
を
も
つ
介
業
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
て

し
ま
う
で
医
療
資
源
は
有
限
だ
か
ら

生
か
す
人
（
死
ぬ
人
）
を
き
め
ろ
、

な
ど
と
い
う
恥
知
ら
ず
な
意
見
も
あ

る
〕
と
、
怒
り
に
声
を
ふ
る
わ
せ

て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
の
り
明
発
見
・
り
明
治

療
、
②
原
因
の
究
明
、
③
人
工
腎
臓

に
か
わ
る
新
し
い
療
法
を
、
④
医
療

の
公
費
負
担
、
を
掲
げ
て
閥
際
障
ｔ
‥

者
年
を
闘
う
、
と
結
び
ま
し
た
。



（４）かんじゃと医療

　

1 9S 1年６月１日第６６号（第三種郵便物認可）

30年の伝統をふまえて心臓病の子

供を守る会

串

医療充実めざす
全患協第28回支部長会議

　

全
国
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
協
議
会

（
全
患
協
・
小
泉
孝
之
会
長
）
の
創

立
三
十
周
年
記
念
、
第
二
十
八
回
定

期
支
部
長
会
議
が
、
五
月
八
日
か
ら

十
一
日
ま
で
の
四
日
間
、
香
川
県
の

大
島
青
松
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
支
部
長
会
議
は
全
患
協
の
規
約

上
、
他
団
体
の
総
会
、
大
会
に
あ
た

る
最
高
の
議
決
機
関
で
、
本
部
役
員

と
支
部
代
表
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ

の
会
議
に
は
本
部
役
員
、
支
部
代
表

二
十
五
人
が
出
席
し
、
新
年
度
の
運

動
方
針
、
規
約
、
規
定
の
一
部
改
正
、

五
十
六
年
度
予
算
な
ど
を
討
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
の
支
部

長
会
議
に
は
、
全
患
協
内
に
あ
る
各

会
費
値
上
げ
論
議

障
害
者
雇
用
で
学
習
も

心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
は

運動

の

　

_--'゛

　　　

･j』

五
月
九
日
・
十
日
の
両
日
、
東
京
文

京
区
の
全
林
野
会
館
で
、
全
国
運
営

委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
は
、
札
幌
か
ら
沖
縄

ま
で
全
国
二
十
九
の
支
部
か
ら
六
十

九
名
が
出
席
し
、
①
今
年
度
前
半
期

の
活
動
報
告
、
②
財
政
報
告
、
③
国

際
障
害
者
年
の
活
動
、
④
昭
和
五
十

七
年
度
国
へ
の
要
求
、
⑤
第
1
9
回
・

2
0
回
全
国
総
会
、
⑥
国
庫
補
助
事
業

の
配
分
、
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま

団
体
か
ら
要
請
書
が
だ
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
う
ち
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
養

所
の
盲
人
組
織
で
あ
る
全
盲
連
か
ら

は
、
国
際
障
害
者
年
に
あ
た
っ
て
盲

人
対
策
の
強
化
を
求
め
る
要
謂
書
が

出
さ
れ
、
他
の
要
請
と
あ
わ
せ
て
新

年
度
の
運
動
の
中
に
反
映
し
て
い
く

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
選
出
で
は
、
こ
れ
ま

で
十
年
間
に
わ
た
っ
て
全
患
協
の
事

務
局
艮
を
つ
と
め
全
患
連
の
代
表
幹

事
も
昨
年
ま
で
つ
と
め
て
き
た
鈴
木

禎
一
氏
、
六
年
間
に
わ
た
っ
て
中
執

を
つ
と
め
全
患
連
の
現
幹
事
で
も
あ

る
藤
順
明
氏
ら
が
退
任
さ
れ
、
新
た

に
四
人
の
中
執
を
選
出
し
ま
し
た
。

し
た
。

　

と
く
に
会
の
財
政
を
め
ぐ
っ
て
。

　

「
現
行
月
額
二
百
二
十
円
（
月
刊
機

関
誌
代
を
含
む
）
の
本
部
会
費
で
は

賄
い
き
れ
な
く
な
っ
た
。
値
上
げ
を

考
え
て
ほ
し
い
」
と
の
提
案
に
論
議

が
集
中
。
結
局
継
続
審
議
と
な
り
ま

し
た
が
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で

の
患
者
・
障
害
者
運
動
の
あ
り
方
を

問
わ
れ
る
、
生
み
の
苦
し
さ
を
秘
め

た
論
議
で
し
た
。

　

ま
た
こ
の
会
議
の
中
で
、
日
本
福

祉
大
学
教
授
児
島
美
都
子
先
生
の

　

「
外
国
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
状

匹
と
題
し
た
講
演
も
開
き
、
日
本

の
心
臓
病
者
の
雇
用
の
あ
り
方
を
考

事
務
局
長
の
後
任
に
は
山
田
雅
信
氏

が
、
渉
外
担
当
中
執
に
は
岡
本
洋
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
部
長
会
議
で
は
最
後
に
「
三
十

年
間
に
わ
た
る
偏
見
と
差
別
の
中
で

の
だ
た
か
い
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て
、

啓
蒙
の
促
進
、
医
療
の
充
実
、
職
員

増
員
、
盲
人
・
高
齢
者
対
策
、
長
島

架
橋
の
実
現
な
ど
の
運
動
を
引
き
続

き
強
め
、
国
際
障
害
者
年
を
他
の
患

者
団
体
や
友
好
団
体
と
の
連
携
を
い

W■Iふ．ｌ１乙Ｊ~

透
析
医
療
費
の
引
き
下
げ

治
療
水
準
低
下
招
く

え
る
た
め
の
学
習
も
行
な
い
ま
尨

た
。

　
　
　
　
　
　
　

一

の
宜
言
を
採
択
し
、
諸
要
求
の
実
男

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
て
四
日
間
の
一

日
程
を
お
え
ま
し
た
。

つ
そ
う
強
め
な
が
ら
『
完
全
参
加
と
一
な
か
で
も
手
術
料
に
つ
い
て
は
平

平
等
』
の
実
現
に
奮
闘
す
る
」
な
ど
均
四
〇
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し

　

医
療
費
改
定
に
つ
い
て
の
中
医
協

の
答
申
が
五
月
二
十
三
日
に
行
な
わ

れ
、
六
月
一
日
か
ら
の
実
施
が
決
り

ま
し
た
。
今
回
の
医
療
費
改
定
で
は

技
術
料
の
評
価
を
唄
視
す
る
こ
と
が

ひ
と
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
が
、
こ
れ
は
難
し
い
技
術
に
つ
い

て
は
大
幅
な
引
き
上
げ
を
す
る
一
方

で
、
す
で
に
普
及
し
た
医
療
に
つ
い

て
は
見
直
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

一
部
引
き
下
げ
ら
れ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

腎
臓
病
関
係
の
手
術
料
に
つ
い
て

は
、
こ
の
両
面
か
あ
ら
わ
れ
て
い
ま

す
。
腎
移
植
手
術
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
組
織
適
合
検
査
料
な
ど
も
含
め

て
二
十
六
万
五
千
円
で
し
た
が
、
こ

れ
が
三
十
七
万
一
千
円
に
引
き
上
げ

2
9
支
部
・
6
9
人
の
出
席
で
開
か

れ
た
守
る
会
全
国
運
常
委
員
会

者
の
摘
出
費
用
も
保
険
が
適
用
さ

れ
、
死
体
腎
移
植
の
場
合
は
二
十
万

円
の
加
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
全
腎
協
が
か
ね
て
か
ら
強
く
要

求
し
て
い
た
も
の
で
、
健
康
者
や
死

体
か
ら
の
腎
摘
出
費
用
が
医
療
保
険

の
対
象
と
さ
れ
た
と
い
う
点
で
は
画

一
ら
れ
、
し
か
も
親
・
兄
弟
な
ど
提
供

全腎協

期
的
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
人
工
腎
臓
に
つ
い
て
は

　

「
す
で
に
普
及
し
た
医
療
」
「
も
う

け
す
ぎ
て
い
る
」
と
し
て
、
大
幅
な

引
き
下
げ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
省
略
し
ま
す
が
、
厚
生
省
の
モ
デ

ル
試
算
で
も
十
五
％
、
全
腎
協
の
簡

単
な
試
算
で
は
二
十
五
％
前
後
、
病

院
な
ど
で
は
三
〇
％
以
上
の
引
き
下

げ
に
な
る
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
引
き
下
げ
は
患
者
に
と
っ
て

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
第
一
に
、
新
点
数
で
は

経
営
が
成
り
立
だ
な
い
と
し
て
新
規

開
設
病
院
が
減
っ
た
り
、
小
規
模
施

設
が
閉
院
し
て
、
年
間
四
、
五
千
人

の
新
規
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
が
困

難
に
な
る
こ
と
、
第
二
に
人
件
費
や

便
用
機
械
の
節
減
で
医
療
水
準
の
低

下
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

早
く
も
そ
う
し
た
動
き
が
一
部
に
現

わ
れ
て
お
り
、
思
者
の
不
安
を
よ
ん

で
い
ま
す
。
全
腎
協
で
は
早
く
か
ら

厚
生
省
、
中
医
協
へ
の
働
き
か
け
を

全
国
的
に
強
め
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
そ
の
対
応
を
検
討
中
で
す
。



６６号第(第三種郵便物認可)療医とやんカI(5) 1 9S1年６月１日

　

春
闘
集
会
に
参
加
し
た
私
に
、
「
お

前
は
、
働
か
な
く
て
も
金
が
入
る
し
、

賃
上
げ
な
ん
か
関
係
な
い
だ
ろ
う
」

と
、
職
場
の
仲
間
の
一
人
が
云
い
ま

す
。
私
た
ち
は
そ
れ
ほ
ど
優
雅
な
生

活
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
、
驚
き
ま
し
た
。

　

私
は
現
在
十
万
五
千
円
の
休
業
補

價
を
受
給
し
て
い
ま
す
が
、
四
万
七

千
円
で
始
ま
り
十
年
目
に
し
て
や
っ

と
こ
の
金
額
で
す
。
五
十
三
年
に
三

十
一
％
の
ス
ラ
イ
ド
ー
ア
。
プ
し
、

三
年
以
上
そ
の
ま
ま
で
す
。
最
近
の

よ
う
な
一
桁
春
闘
で
は
、
四
年
に
一

度
の
ア
″
プ
と
云
う
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、
春
闘

は
決
し
て
他
山
の
石
で
は
な
い
の
で

す
。
私
の
同
僚
に
聞
く
と
「
二
十
万

に
は
な
る
さ
」
と
の
事
で
す
。
私
も

元
気
で
働
け
さ
え
し
た
ら
、
同
僚
の

半
分
の
収
入
に
あ
ま
ん
じ
て
い
る
こ

と
は
な
い
の
に
と
残
念
で
す
。

　

で
も
私
は
妻
と
二
人
が
休
業
補
價

を
受
け
、
義
父
の
緩
助
を
受
け
ら
れ

る
の
で
、
金
銭
的
に
は
ま
だ
ま
し
な

方
で
す
が
、
子
供
を
か
か
え
た
家
庭

の
場
合
は
、
生
活
保
護
水
準
す
れ
す

れ
の
生
活
で
頑
張
っ
て
い
る
人
も
お

る
の
で
す
。

　

最
近
、
リ
ハ
ビ
リ
が
重
視
さ
れ
て

来
て
は
い
ま
す
が
、
病
院
内
で
の
リ

ハ
ビ
リ
の
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
い
ま
私
た
ち
が
最
も
望
ん
で
い

る
の
は
、
リ
ハ
ビ
リ
が
終
っ
た
段
階

に
対
し
て
は
及
び
腰
で
す
。
又
医
師

の
な
か
に
は
、
急
性
症
状
が
と
れ
る

と
こ
れ
以
上
は
良
く
な
ら
な
い
と
、

障
害
者
の
レ
ご
７
　
ル
を
は
っ
て
し
ま

う
医
師
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

ず
、
や
む
を
得
ず
ふ
荘
の
出
し
た
む

り
な
条
件
で
訓
練
を
し
た
た
め
に
二

度
と
も
失
敗
し
ま
し
た
。
今
度
は
三

度
目
の
正
直
で
、
じ
っ
く
り
条
件
を

整
え
て
、
理
解
あ
る
医
師
と
も
相
談

れ
で
は
、
労
働
力
の
回
復
に
最
も
大
を
し
な
が
ら
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え

切
な
時
期
に
瞭
養
と
生
活
の
補
償
を
て
お
り
ま
す
。

失
う
こ
と
に
な
り
、
障
害
者
を
つ
く

　

こ
の
様
に
し
て
被
災
労
働
者
は
、

り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
職
場
復
i
/
'
た
い
”
と
云
う
医
師
に
さ
え
な

帰
訓
練
を
す
る
こ
と
が
、
も
と
の
職
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
症
状

場
と
健
康
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
最

私
に
は
、
共
に

闘
え
る
仲
間
が
い
る
ｍ

－
1
0
年
の
苦
し
み
を

　
　
　
　
　

乗
り
こ
え
て
Ｉ

　
　

全
国
交
通
・
労
働
災
害
対
策
協
議
会

　
　
　

会
長
藤
田
恵

か
ら
も
と
の
職
場
で
働
け
る
よ
う
に

な
る
ま
で
の
間
に
お
こ
な
う
。
職
ｍ

復
帰
訓
練
”
と
、
そ
れ
を
あ
た
た
か

く
見
守
り
、
医
学
的
立
場
か
ら
の
指

導
を
し
て
く
れ
る
医
師
で
す
。

　

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
五
日
に
全

交
災
が
要
求
し
、
労
働
省
に
つ
く
ら

せ
た
。
も
と
の
職
場
へ
も
ど
る
た
め

の
対
策
”
（
五
九
三
通
連
）
が
出
ま

し
た
が
、
法
的
な
強
制
力
が
な
い
と

云
う
こ
と
で
、
労
基
局
も
署
も
｀
″
社

-

も
必
要
な
こ
と
だ
と
云
う
こ
と
が
、

労
働
省
の
専
門
寥
＝
議
で
も
わ
か
っ

て
い
な
が
ら
、
ふ
″
社
の
受
け
入
れ
拒

否
や
保
険
制
度
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
は
ば
ま
れ
て
思
う
様
に
対
策
が
進

み
ま
せ
ん
。
そ
の
間
私
た
ち
は
、
患

者
と
健
筆
者
と
の
谷
間
で
さ
ま
よ
い

続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

私
も
過
去
二
回
の
職
場
復
帰
訓
練

を
試
み
ま
し
た
が
、
医
師
の
同
意
し

た
訓
練
条
件
を
会
社
が
受
け
入
れ

に
悩
ま
さ
れ
、
同
僚
の
半
分
位
の
収

入
で
、
会
社
や
保
険
制
度
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
か
か
え
て
療
養
を
続
け

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
肉
体
的
、
精
神
的
に
そ
し
て
金

銭
的
に
も
、
健
康
な
人
の
想
像
出
来

な
い
ほ
ど
の
苦
し
み
を
背
負
っ
て
力

一
杯
生
き
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
し

た
問
題
か
ら
逃
げ
出
し
た
く
な
り
、

ふ
っ
と
。
死
”
を
考
え
た
と
し
て
も

決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

幸
に
し
て
私
に
は
、
苦
し
み
を
分

か
ち
あ
い
、
共
に
闘
え
る
仲
間
が
い

ま
す
。
十
年
の
苦
し
み
を
乗
り
こ
え

て
、
闘
う
こ
と
が
自
分
の
権
利
を
守

る
こ
と
だ
と
云
う
こ
と
を
体
で
知
り

ま
し
た
。
私
と
妻
を
含
め
た
被
災
者

の
医
者
代
と
め
し
代
と
も
と
の
職
場
・

を
と
り
も
ど
す
た
め
に
、
今
、
私
の

出
来
る
た
だ
一
つ
の
こ
と
は
、
全
交

災
運
動
を
、
押
し
進
め
る
こ
と
だ
と

考
え
、
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
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社
会
保
障
関
連
予
算
を
圧
縮

第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
が
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

　

第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
は
、
五

月
十
三
日
に
厚
生
省
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
な
い
、
厚
生
省
側
か
ら
の

説
明
に
対
し
①
医
療
費
の
総
枠
の
圧

縮
と
支
払
方
式
の
可
否
②
補
助
金
力

。
ト
後
の
対
策
③
薬
価
基
準
を
更
に

引
き
下
げ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
見

解
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

厚
生
省
は
①
医
療
費
圧
縮
に
は
限
界

が
あ
り
支
払
方
式
も
一
艮
一
短
②
補

助
金
カ
ッ
ト
に
対
し
て
は
給
付
の
引

　

日
米
共
同
声
明
の
解
釈
の
食
い
違

い
か
ら
、
伊
東
外
務
大
臣
が
辞
任
し

た
こ
と
に
よ
り
、
鈴
木
首
相
は
新
外

務
大
臣
に
國
田
直
厚
生
大
臣
を
起

用
、
空
席
と
な
っ
た
厚
相
に
村
山
達

雄
元
蔵
相
を
あ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
着
任

し
ま
し
た
。

　

第
二
次
福
田
内
閣
の
大
蔵
大
臣
が

新
厚
相
に
任
命
さ
れ
た
背
景
に
は
、

第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
の
動
向
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
厚
生
省
予
算
、

き
下
げ
か
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
地

方
自
治
体
の
負
担
増
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
と
し
、
「
老
人
保
健
法
案
が
成

立
す
れ
ば
行
政
改
革
の
先
兵
に
な

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
続
い
て
行
な
わ
れ
た
十
五
日

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
国
立
病
院
、

国
立
療
養
所
、
地
方
事
務
官
の
定
員

な
ど
に
つ
い
て
厚
生
省
の
説
明
を
求

め
、
厚
生
省
は
「
十
分
で
は
な
く
不

足
状
態
で
あ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

社
会
保
障
関
保
の
予
算
を
抑
制
し
よ

う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
ま
す
。

す
で
に
就
任
の
記
者
会
見
等
で
「
国

の
財
政
悪
化
が
つ
づ
い
て
お
り
、
再

建
が
急
務
の
た
め
厚
生
省
や
算
も
見

直
し
を
迫
ら
れ
る
」
と
か
「
老
人
保

健
法
案
は
重
要
な
法
案
で
あ
り
、
早

期
成
立
を
」
な
ど
と
、
厚
生
省
予
算

に
つ
い
て
は
［
額
は
少
な
く
て
も
重

点
的
に
］
と
い
う
消
極
的
姿
勢
を
Ｑ

せ
て
い
ま
す
。

　

同
調
査
会
は
厚
生
予
算
、
特
に
医

癩
費
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
を
求
め

る
意
向
で
す
が
、
防
衛
予
算
な
ど
鈴

木
内
閣
の
重
点
事
項
に
は
甘
く
、
社

会
保
障
を
犠
牲
に
す
る
動
き
が
見
ら

れ
、
世
論
に
よ
っ
て
こ
れ
を
阻
止
す

る
こ
と
が
急
務
で
す
。

厚
生
大
臣
に
村
山
達
雄
元
蔵
相

年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
７
　
８
％

厚
生
年
金
六
月
、
国
民
年
金
七
月
実
施

　

「
国
民
年
金
法
改
正
案
」
が
、
五

月
十
五
日
に
成
立
し
、
五
十
六
年
度

の
年
金
物
価
ス
ラ
イ
ド
は
七
・
八
％

に
決
定
、
厚
生
年
金
は
六
月
か
ら
、

国
民
年
金
は
七
月
か
ら
増
額
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
厚
生
年
金
は
、
モ
デ

ル
年
金
（
三
十
年
加
入
、
夫
婦
）
で

現
在
の
百
六
十
三
万
一
一
千
六
百
円

　

（
月
額
十
三
万
六
千
五
十
円
）
か
ら

百
七
十
四
万
五
千
九
百
円
（
月
額
十

四
万
五
千
四
百
九
十
二
円
）
に
増
え

ま
す
。
ま
た
障
害
年
金
、
遺
族
年
金

の
最
低
保
障
額
も
、
五
十
万
一
千
六

百
円
（
月
額
四
万
一
千
八
百
円
）
か

ら
五
十
四
万
七
百
円
（
月
額
四
万
五

千
五
十
八
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

　

国
民
年
金
は
、
＝
千
年
加
入
（
夫

婦
、
付
加
保
険
料
納
入
）
で
、
百
三

十
五
万
三
千
六
百
円
（
月
額
十
一
万

二
千
八
百
円
）
か
ら
百
四
十
四
万
八

千
円
（
月
額
十
二
万
六
亘
〈
十
六
円
）

に
増
額
さ
れ
、
障
害
年
金
一
級
は
六

十
七
万
五
千
九
百
円
（
月
額
五
万
六

千
三
百
二
十
五
円
）
、
二
級
は
五
十

四
万
七
百
円
（
月
額
四
万
五
千
五
十

八
円
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

新
厚
相
と
し
て
、
過
去
の
蔵
相
経

験
を
生
か
し
、
社
会
保
障
の
拡
充
に

大
い
に
手
腕
を
奮
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
財
政
再
建
の
名
の
も
と

に
福
祉
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
表
面
化
す
る
こ
と
を
警
戒
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

懸
念
さ
れ
る
厚
生
省
予
算
要
求
の
消
極
化

　

四
月
十
七
日
の
参
議
院
本
会
議
に

お
い
て
「
郵
便
年
金
法
等
改
正
案
」

が
可
決
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
郵

便
個
人
年
金
が
九
月
か
ら
募
集
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度

に
は
終
身
年
金
と
定
期
年
金
が
あ

り
、
終
身
年
金
は
三
十
五
歳
か
ら
六

十
七
歳
ま
で
の
加
入
期
間
に
応
じ
て

三
年
か
ら
二
十
年
の
碑
立
期
間
を
経

て
、
五
十
五
歳
～
七
十
歳
か
ら
受
給

す
る
も
の
で
す
。
定
期
年
金
は
四
十

五
歳
か
ら
五
十
七
歳
ま
で
の
加
入
期

間
に
応
じ
て
、
三
年
か
ら
十
五
年
の

積
立
て
期
間
を
経
て
五
年
間
、
ま
た

は
十
年
間
受
給
し
ま
す
。
年
間
十
万

円
を
二
十
年
納
入
し
た
場
合
、
初
年

度
に
受
給
す
る
年
金
額
は
、
運
用
利

回
り
に
よ
っ
て
二
十
万
三
千
円
か
ら

二
十
八
万
五
千
円
程
度
に
な
り
、
そ

の
後
も
福
利
と
運
用
利
回
り
に
応
じ

て
毎
年
増
額
さ
れ
ま
す
。

　

大
型
厚
生
年
金
基
金
と
共
に
、
公

的
年
金
の
不
足
を
補
う
も
の
と
し
て

登
場
し
た
制
度
で
す
が
、
自
由
意
志

で
加
入
す
る
制
度
で
あ
り
、
置
き
去

り
に
さ
れ
た
「
生
活
で
き
る
年
金
」

を
「
持
て
る
人
」
が
補
完
す
る
、
行

政
の
欠
陥
を
繕
う
制
度
と
い
え
そ
う

で
す
。

郵
便
個
人
年
金
法
案
が
成
立

”
持
て
る
人
”
が
公
的
年
金
の
不
足
を
補
完
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技術料を重視
診療報酬改定にあたっての

中医協の意見(全員一致)

ツト解消に見通し？差額べ

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
％
の
引
き
上
げ
で
、
①
手
術
料
の
平

医
協
・
圓
城
寺
次
郎
会
長
）
は
、
厚
均
四
〇
％
ア
ッ
プ
な
ど
技
術
評
価
を

生
大
臣
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
医
療
費
重
視
し
た
こ
と
②
薬
づ
け
、
検
査
づ

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
け
と
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
点
に

ま
し
た
が
、
五
月
二
十
三
日
の
中
医
つ
い
て
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
⑤

協
総
会
で
、
諮
問
案
ど
お
り
の
内
容
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
（
初
期
診
療
）

で
「
六
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
も
の
の
充
実
と
地
域
医
療
の
確
保
の
た
め

と
し
て
了
承
す
る
」
答
申
を
行
い
ま
慢
性
疾
患
指
導
料
な
ど
を
引
き
上
げ

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

た
こ
と
④
保
険
外
負
担
の
解
消
を
め

　

こ
れ
に
よ
り
、
す
で
に
告
示
さ
れ
さ
し
て
、
重
症
者
室
料
特
別
加
算
の

て
い
た
六
月
一
日
か
ら
の
薬
価
幕
準
新
設
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
主

の
十
八
・
六
％
引
き
下
げ
と
同
時
に
な
特
徴
点
で
す
。

医
療
費
は
平
均
八
・
一
％
引
き
上
げ

　

ま
た
、
中
医
協
で
は
答
申
に
あ
た

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
っ
て
別
項
の
よ
う
な
差
額
ぺ
″
ド
の

の
引
き
上
げ
は
、
医
科
八
・
四
％
、
解
消
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
を
提
出

幽
科
五
・
九
％
、
調
剤
薬
局
一
子
八
し
て
い
ま
す
。

　

改
正
点
数
の
う
ち
、
医
科
関
係
の

主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

①
初
診
料
甲
表
一
二
五
点
↓
一
四

五
点
、
乙
表
一
〇
〇
点
↓
一
二
〇
点

②
再
診
料
甲
表
五
八
点
↓
六
〇
点

乙
表
三
三
点
↓
三
五
点

⑤
入
院
室
料
一
〇
〇
点
↓
一
〇
五

点
徹
症
者
室
料
特
別
加
算
（
新
殴
）

個
室
二
〇
〇
点
、
二
人
室
一
〇
〇
点

④
看
護
料
病
院
九
一
点
↓
一
〇
〇

点
、
診
療
所
七
一
点
↓
七
八
点
重

症
者
看
護
特
別
加
算
（
新
設
）
四
〇

〇
点

⑤
給
食
料
一
〇
〇
点
↓
一
一
五
点

基
準
給
食
加
算
三
一
点
↓
四
〇
点
、

特
別
食
加
算
二
八
点
↓
三
〇
点

一
・
・
一
・
÷
÷
÷

７
÷
一
一
‘
÷
÷

、３人窒以上の差額ベッドの解消について

㈹私立大学付属病院以外の病院については速

　　

やかに、私立大学付属病院については一年

　　

以内に解消すること。

（2）特殊の事情があると認められる病院につい

　　

ては、改善計画を提出させ遅くとも５年以

　　

内に解消すること。

　　　

なお、特殊の事情があると認められる病

　　

院とは、施設・設備の整備状況、人員の配

　　

置状況等他の病院と比較して現に多額の費

　　

用を要しており、経営改善に日時を要する

　　

と判断される病院及び救急その他の政策医

　　

療又は専門医療を担当しており、早急な差

　　

額ベッドの解消により当面の経営が悪化す

　　

ると判断される病院をいうものであること

（３）差額ベッドの状況を毎年報告させ、必要に

　　

応じ、実地調査する等の点検を行うこと。

（4〉十分な改善がなされていない場合には、地

　　

方医療協議会にはかり、保険医療機関の指

　　

定更新を保留する等の附置を含めて行政上

　　

の措置を講ずること。

（５）差額ベッドの改善状況については、逐次中

　　

医協に報告すること。

、領収書の交付について

　

患者の支払った金額の領収書発行の徹底を図

るため、行政指導を強化すること。
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５、医療費の明細書の交付について

　　

医療費の明細書の発行については、実施可能

　

な医療機関については実施するよう行政指導を

　

行いつつ、検討を進めること。
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Ｖ
１
日
健
康
保
険
被
扶
養
者
で
厚
生
省
と
合
意
ヽ
対
象
都
進

一

認
定
基
準
を
年
額
八
十
万
円
に

改
定
し
実
施

▼
９
～
１
１
日
日
本
消
費
者
連

盟
が
［
歯
科
一
一
〇
番
］
で
苦

悄
相
談
受
付
、
電
話
五
〇
八
件
、

手
紙
・
ハ
ガ
キ
で
一
七
件
の
苦

情
相
談

▼
1
0
日
総
評
が
「
高
齢
者
等

保
健
医
療
制
度
」
の
創
設
に
つ

い
て
の
提
言
を
発
表
、
老
人
医

療
を
六
十
五
歳
か
ら
と
し
退
職

者
医
療
と
つ
な
ぐ
構
想

▼
1
6
日
中
医
協
全
員
懇
談
会

で
医
療
費
改
定
に
関
す
る
包
括

的
な
諮
問
が
厚
相
か
ら
出
さ
れ

た
が
、
諮
問
害
に
ふ
れ
な
い
ま

ま
会
長
預
か
り

▼
２
１
日
日
医
全
理
事
会
が
共

同
指
導
対
象
都
恣
府
県
に
つ
い

府
県
は
二
十
二

▼
2
2
日
老
齢
福
祉
年
金
と
普

通
恩
給
の
併
給
制
限
を
不
服
と

す
る
宮
訴
訟
に
対
し
、
東
京
高

裁
が
一
審
を
支
持
、
併
給
禁
止

を
合
憲
と
す
る
判
決

▼
2
4
日
中
医
協
総
会
に
お
い

て
、
厚
相
が
薬
価
基
串
を
一
八

エ
ハ
％
引
き
下
げ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る

▼
2
4
・
2
5
日
社
会
保
険
審
議

会
全
員
懇
談
会
と
総
会
に
お
い

て
老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て
原

案
を
概
ね
了
承
、
支
払
方
式
の

見
直
し
を
強
調
、
一
部
負
担
導

入
に
対
し
て
は
意
見
が
分
か
れ

るｙ
2
5
日
社
会
保
障
制
度
審
議

会
も
老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て

答
申
提
出
、
概
ね
了
承
の
内
容

▼
2
8
日
日
Ｅ
常
任
理
事
会

で
、
老
人
保
健
法
案
に
つ
い
て

の
社
会
保
険
審
雙
苫
社
会
保

障
制
度
審
議
会
の
答
申
に
つ
い

て
取
り
上
げ
、
医
療
に
つ
い
て

の
理
解
を
全
く
欠
い
て
い
る
と

し
て
両
審
議
会
の
廃
止
を
決

議
、
鈴
木
首
相
と
園
田
厚
相
（
当

時
）
に
送
付４

‐
！
！
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第６６号 (第三種郵便物認可) かん

全国患者団体連絡協議会加盟組織

〈互療会〉

〒105港区西新橋3－1ト10原色版印刷内

　　　

n 0 3(433〉16 4 1

〈全国交通労働災害対策協議会〉

〒171豊鳥区西池袋１－４－５

　　　

no 3(982)7 3 6 1

〈全国腎臓病患者連絡協議会〉

〒161新宿区下落合3－1ト29田沼ビル(第二)

　　　

00 3(952)5 34 0

〈全国心臓病の子供を守る会〉

〒101千代田区神田北乗物町17北東ビル

　　　

00 3(256)8 4 2 4

〈全国ハンセン氏病患者協議会〉

〒189東村山市青葉町4－1－10

　　　

00423(94)15 7 1

〈全国職業性有害物障害息者協議会〉

〒105港区西新橋2－21－5

　　　

O 0 3(433)2 0 8 2

〈日本愚者同盟〉

〒180-04清瀬市松山2-13-12

　　　

魯0424(91)00 5 8

〈倹性一酸化炭素中毒息者会〉

〒151渋谷区千駄ヶ谷1-31- 5代々木病院内

　　　

00493(24)12 9 3後藤宛

じ や と 医 療 １
９８１年６月１

　

咲
き
誇
っ
て
い
た
全
生
聞
の
桜

は
、
四
月
十
二
日
の
日
曜
日
、
か
す

か
な
風
で
も
花
吹
雪
と
な
っ
て
卿

い
、
そ
の
上
、
行
楽
に
は
絶
好
の
よ

い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
園
内
に
入
っ
て
こ
ら
れ

た
外
部
の
方
は
Ｉ
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
東
村
山
身
患
連
の
歓
桜
会
に
会

員
や
家
族
二
百
六
十
名
、
来
賓
と
し

て
出
席
の
熊
木
市
長
ら
数
名
。
多
磨

球
場
で
は
市
民
野
球
大
ふ
ぷ
開
催
中

で
朝
か
ら
夕
方
ま
で
四
試
合
、
選
手

や
応
援
団
、
審
判
な
ど
二
百
二
十
人

余
、
全
生
菌
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
月
例

試
合
に
外
部
か
ら
八
名
、
清
瀬
の
療

護
園
の
入
園
者
十
五
名
が
車
椅
子
で

桜
見
物
、
押
す
人
同
数
で
計
三
十
名
、

千
寿
池
の
つ
り
堀
に
三
組
の
子
供
十

三
名
、
第
一
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
工
事

人
三
十
人
…
…
…

　

そ
の
総
数
は
多
磨
全
生
園
の
全
入

園
者
数
に
迫
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
上
回
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

全
生
園
近
く
を
鼻
を
つ
ま
ん
で
走

り
過
ぎ
た
、
そ
ん
な
話
を
聞
い
た
の

は
そ
う
古
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
今
も
そ
ん
な
人
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
職
員
や
入
園

者
が
力
を
合
せ
て
育
て
て
い
る
木
の

緑
と
花
々
は
、
こ
の
近
在
の
名
所
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
園
内
の
自
動

車
走
行
に
は
き
ぴ
し
い
制
限
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
親
御
さ
ん
た
ち
は

安
心
し
て
最
愛
の
子
を
園
へ
遊
ぴ
に

よ
こ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

「
近
く
ま
で
行
っ
だ
け
ど
壮
健
さ

ん
が
い
っ
ぱ
い
い
て
花
見
を
せ
ず
に

帰
っ
て
き
た
」
と
い
う
気
の
弱
い
療

友
も
い
ま
す
。
こ
う
外
来
者
が
ふ
え

る
と
子
供
の
い
た
ず
ら
も
多
く
な

り
、
ベ
ン
チ
も
ア
ベ
ッ
ク
に
占
領
さ

れ
、
散
歩
の
犬
に
ほ
え
ら
れ
、
私
た

ち
も
迷
惑
に
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
が
少
し
で
も
ハ
氏

病
の
理
解
に
つ
な
が
る
の
な
り
我
慢

す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

「
理
解
」
と
い
う
も
の
は
大
上
段

に
か
ま
え
て
相
手
を
説
得
す
る
も
の

で
は
な
く
、
じ
わ
Ｉ
つ
と
時
間
を
か

け
て
広
げ
て
ゆ
く
の
が
最
良
の
方
法

の
よ
う
で
す
。
（
「
全
患
協
ニ
ュ
ー

ス
」
第
五
八
七
号
か
ら
）

長期慢性患者・難病患者の闘病にも希望が

　　　　　　　

医学界の権威者がつづる療養小史

病気と人間－ｌ。30年
砂原茂一・島村喜久治著

主な内容諮問ふ中１．

　

１

　　

靉ば瓢。

　

’

　　

Ｂ６版上製293頁

鳥村喜久治
花ひらく未来を
安静時間をなくしたら

日本患者同盟編

定価1.600円

　　

送料260円

日

全
国
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者
協
議
会
真
杉
五
郎

（８）

「
行
楽
地
」
に
な
っ
た
全
生
園

　
　

お
申
し
こ
み
は

東
京
都
清
瀬
市
松
山
ニ
ー
十
一
二
－
十
二

日
本
忠
者
同
盟
総
務
部
（
郵
便
番
号
一
八
〇
－
○
四
）
へ

送
料
を
そ
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
切
手
で
も
よ
い
）
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